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放
射
性
物
質
と
放
射
線
 

被
ば
く
と
は
 

国
の
考
え
方
 

   　
放
射
性
物
質
は
放
射
線
の
発
生
源
で
、
生
物

に
害
を
与
え
る
の
が
放
射
線
で
す
。
 

　
放
射
性
物
質
が
放
射
線
を
出
す
能
力
を
放
射

能
と
い
い
、
そ
の
強
さ
を
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
単

位
で
表
し
ま
す
。
 

　
一
方
、
放
射
線
の
量
に
つ
い
て
、
人
体
に
与

え
る
影
響
は
ど
の
程
度
か
を
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い

う
単
位
で
表
し
ま
す
。
 

              　
放
射
線
に
は
、
自
然
界
に
も
と
も
と
存
在
す

る
自
然
放
射
線
と
人
工
的
に
作
り
だ
し
た
人
工

放
射
線
が
あ
り
ま
す
。
自
然
放
射
線
は
、
空
気

中
の
放
射
性
物
質
や
大
地
、
食
物
か
ら
受
け
る

も
の
や
宇
宙
か
ら
地
球
に
降
り
注
ぐ
宇
宙
線
な

ど
で
す
。
日
本
で
受
け
る
自
然
放
射
線
は
年
間

一
人
平
均
1.4
詬
か
ら
1.5
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
世

界
平
均
は
2.4
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
ガ
ラ
パ
リ
と
い
う
場
所
で
は

年
間
10
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
に
も
な
り
ま
す
。
 

　
人
工
放
射
線
は
、
工
業
や
農
業
、
医
療
で
の

使
用
を
目
的
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
放
射
線
で
、

身
近
な
例
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
C
T
検
査

な
ど
で
す
。
 

  　
 

　
放
射
線
を
浴
び
る
こ
と
を
「
被
ば
く
」
と
い

い
ま
す
。
被
ば
く
に
は
、
体
の
外
か
ら
受
け
る

外
部
被
ば
く
と
、
食
物
や
水
、
空
気
中
の
放
射

性
物
質
を
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
起
こ

る
内
部
被
ば
く
が
あ
り
ま
す
。
 

　
放
射
線
を
浴
び
る
量
の
規
制
値
は
、
専
門
家

の
間
で
も
、
か
な
り
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
 

　
疫
学
的
に
、
年
間
100
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
な

ら
問
題
な
い
と
す
る
人
か
ら
、
放
射
線
に
安
全

値
は
な
く
少
し
で
も
低
い
値
に
す
べ
き
、
あ
る

い
は
、
国
際
勧
告
の
1
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
を
守
る

べ
き
と
言
う
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
 

　
ま
た
、
内
部
被
ば
く
の
考
え
方
や
影
響
に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
に
、
専
門
家
の
間
で
意
見
が

分
か
れ
て
い
ま
す
。
 
 

  　
 

　
文
部
科
学
省
は
、
4
月
19
日
に
「
福
島
県
内

の
学
校
の
校
舎
・
校
庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け

る
暫
定
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
通
知
し
ま
し

た
。
年
間
20
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
、
1
時
間
当

た
り
3.8
詭
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
い
う
も
の
で
す
。

（
注
…
1
詭
シ
ー
ベ
ル
ト
は
、
1
詬
シ
ー
ベ
ル

ト
の
1
／
1
0
0
0
）。
1
時
間
当
た
り
の
計

算
式
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
が
示
し
て
い
る

計
算
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
1
日
を
屋
外
8

時
間
、
屋
内
16
時
間
と
し
、
屋
内
は
、
屋
外
の

数
値
×
0.4
と
し
て
計
算
し
た
も
の
で
す
。
 

　
20
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
は
、
国
際
放
射
線
防
護
委

員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
が
「
今
回
の
よ
う
な
非
常

日本で1年間に受ける放射線の量は?

10

6.9

2.4

1.48
1

0.6

0.05
0.19

自然放射線 
放射線の量 
（ミリシーベルト） 

人工放射線 

ブラジル・ガラパリ地区の 
自然放射線 

世界平均1人当りの 
自然放射線（年間） 

日本平均1人当りの 
自然放射線（年間） 

東京～ニューヨーク 
航空機で往復 

胃のX線 

一般公衆の線量限度 

胸のX線 

CTスキャン 

webサイト「あとみん」より引用 

放射性物質 

放射能 

放射線 

ベクレル 
放射性物質が放
射線を出す能力
を表す単位 

シーベルト 
受けた放射線によ
る影響の度合い
を表す単位 



放
射
線
の
基
礎
知
識
と
川
口
市
の
対
応
 

3 広報かわぐち 2011.8

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
た
め

に
、
放
射
線
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
専
門
的
な
内

容
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
不
安
ば
か
り
が
高
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

今
回
の
特
集
で
は
放
射
線
の
基
礎
知
識
と
川
口
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
 

放
射
線
の
基
礎
知
識
と
川
口
市
の
対
応
 

事
態
が
収
束
し
た
後
の
参
考
レ
ベ
ル
と
し
て
、

年
間
1
〜
20
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範
囲
で
考
え

る
こ
と
も
可
能
」
と
す
る
声
明
を
参
考
に
し
た

も
の
で
す
。
 

　
そ
の
後
、
同
省
は
、
5
月
27
日
に
「
福
島
県

内
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
が
学
校
等
に
お
い
て

受
け
る
線
量
低
減
に
向
け
た
当
面
の
対
応
に
つ

い
て
」
を
発
表
し
、
学
校
で
の
被
ば
く
量
に
つ

い
て
、
年
間
1
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
 

   　
本
市
は
、
民
間
専
門
機
関
に
委
託
し
て
、
独

自
に
大
気
中
の
放
射
線
量
を
測
定
し
結
果
を
公

表
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
測
定
を
続
け
る

以
上
、
数
値
が
高
く
な
っ
た
時
の
対
策
も
講
じ

て
お
く
必
要
が
あ
る
一
方
で
、
専
門
家
の
間
で

も
意
見
が
分
か
れ
、
国
も
な
ん
ら
基
準
を
示
し

て
い
ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
国
が
基
準
を
示
す
ま
で
の
間
、
暫

定
的
に
、
本
市
の
対
策
基
準
を
独
自
に
策
定
し

た
の
が
「
放
射
線
に
対
す
る
川
口
市
保
育
所
・

幼
小
中
学
校（
園
）に
お
け
る
対
応
指
針
」で
す
。
 

　
年
間
1
・
64
詬
シ
ー
ベ
ル
ト
を
基
準
と
し
、

原
子
力
安
全
委
員
会
が
示
す
計
算
方
法
に
よ
り
、

1
時
間
当
た
り
の
数
値
を
0
・
31
詭
シ
ー
ベ
ル

ト
と
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
基
準
を
超
え
た
ら
「
即
危
険
」
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
日
常
生
活
で
、
24
時
間
の
う

ち
屋
外
と
屋
内
の
生
活
時
間
を
保
育
所
や
学
校

お
よ
び
家
庭
な
ど
で
管
理
し
、
屋
外
活
動
の
時

間
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
受
け
る
放
射
線
の
量

を
減
ら
す
目
安
と
し
た
も
の
で
す
。
 

　
本
市
で
は
、
市
内
10
カ
所
で
、
地
表
5
・
50

・
100
詢
誡
の
大
気
中
の
放
射
線
量
を
測
定
し

て
き
ま
し
た
。
す
で
に
簡
易
測
定
器
を
購
入
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
10
カ
所
を
定
点
観
測
す
る

と
と
も
に
、
全
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
校
庭
・
園
庭
、
お
よ
び
各
地
区
の
公
園
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
200
カ
所
以
上
の
放
射
線

量
を
測
定
し
、
公
表
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
内
部
被
ば
く
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
、
本
市
の
計
測
が
大

気
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
正
確
な

情
報
を
提
供
で
き
な
い
と
判
断
し
、
指
針
で
は

触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
専
門
家
を
擁
す
る

国
、
県
の
基
準
策
定
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

   　
放
射
線
は
、
大
量
に
浴
び
る
と
大
変
で
す
が
、

わ
ず
か
な
量
で
あ
れ
ば
、
特
に
気
に
す
る
必
要

は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
界
の
放
射
線

は
、
日
常
生
活
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

福
島
原
発
事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
防
護
策
を
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
放
射
線
か
ら
身
を
守
る
に
は
、出
て
い
る「
線

量
」
を
把
握
し
、
自
身
が
受
け
る
量
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
減
ら
す
基
本
は
「
距
離
」

「
時
間
」「
遮
蔽
（
し
ゃ
へ
い
）」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
数
値
の
高
い
と
こ
ろ
に
は
近
づ
か
な
い
、
屋

内
に
退
避
す
る
な
ど
が
有
効
と
さ
れ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
な
ら
、
さ
ら
に
有
効
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
窓
を
開
け
た
り
、
換
気
扇

や
外
気
取
込
み
型
の
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
り
す

る
と
外
気
（
放
射
線
）
が
入
る
の
で
退
避
効
果

が
大
幅
に
低
下
す
る
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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放射線に対する川口市保育所・幼小中学校（園）における対応指針 

川
口
市
の
対
応
 

基準数値を超えた場合の対応 
盧0.31マイクロシーベルト／ｈを超えた場合、保育所・幼稚園・小中学校の
屋外の保育、授業時間を3時間以内とする。（家庭生活も含め、屋外での活
動を6時間以内とする） 

盪0.38マイクロシーベルト／ｈを超えた場合、屋外の保育、授業時間を2時間
以内とする。（同様に屋外での活動を4時間以内とする） 

蘯このことは、各保育所、各幼稚園、各小・中学校から保護者に伝え、家庭
生活においても、外出の時間を短くすることや、マスクの着用などを呼び
かける。 

放射線に関する 
問い合わせ窓口のご案内 

○健康相談ホットライン 
　（放射線および放射線影響に知見を有する相談員による相談窓口） 
　蘂0120-755-199【受付:9:00～18:00】 
○放射線被ばくの健康相談窓口 
　（放射線医学総合研究所） 
　蘂043-290-4003【受付:9:00～17:00】 
○原子力災害全般に関する問い合わせ 
　（経済産業省原子力安全・保安院原子力安全広報課） 
　蘂03-3501-1505・5890【受付:8:00～22:00】 
※間違い電話が増えています。電話番号をよくお確
かめの上、おかけください。 

〔年間〕 
1ミリシーベルト 
国際放射線防護 
委員会（ＩＣＲＰ）が 
定める一般公衆の 
線量限度値 

〔年間〕 
川口市の基準数値 
1.64ミリシーベルト 

〔1時間あたり〕 
0.31マイクロ 
シーベルト 

〔年間〕 
0.34ミリ 
シーベルト 

自然放射線 
  大地から放出される 
  放射線 

〔年間〕 
0.30ミリ 
シーベルト 

宇宙放射線 
  宇宙から地球に降り 
  注ぐ宇宙線 

※年間換算を、時間単位に置き換える計算式は次のとおりとする。 
1日24時間の生活を、屋外8時間、屋内16時間とし、屋内は、屋外の数値に0.4を乗じた値
とする。 

問い合わせ…環境保全課　蘂048－228－5389　薨048－228－5311


